
中央ブロック研修会報告 
 

11 月 23 日（祝）に、中央ブロック研修会が開催されました。 

今年の幹事区は浪速区と言うことで、浪速区の難波元町小学校に集合し、大型バスで神戸の

「阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター」に向かいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館内に入ってすぐ、阪神・淡路大震災の凄まじさを大型映像と音響で体感した後は、震災直

後のまちを再現したジオラマがあり、震災の凄惨さを感じました。 

その後の大震災ホールでは、災害発生から復興に至るまでの道のりがドラマで紹介され、当

時復興に関わった方々が直面した課題なども紹介されました。 

その後も様々な映像や展示、ＶＲによる体験などがあり、約３時間の滞在では回り切れない

くらい充実した施設でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの展示の中で、私が最も心に響いた言葉が、「復興は、震災を忘れることではあり

ません」と言う言葉でした。 



今回の研修会を通じて、これから起こり得る南海トラフ地震などの災害に備え、減災をしよ

うと言う気持ちが湧き上がるとともに、青少年指導員として、区内での連携はもちろんのこ

と、大阪市全域で連携するためにはどうすれば良いのかを考える機会となりました。 

また、市青指の会長、役員なども参加していただき、区を超えた懇親を深めることができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材・文責 

中央ブロック担当 浪速区広報部長 


